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▼
兵
庫
県
は
か
ま
ぼ
こ
発
祥
の
地

　

か
ま
ぼ
こ
の
起
源
と
し
て
「
神
功
元
年
（
西
暦
２
０
１

年
）、
神
功
皇
后
が
三
韓
渡
航
の
時
に
神
戸
の
生
田
の
杜

で
、
す
り
つ
ぶ
し
た
魚
肉
を
鉾
の
先
に
つ
け
て
焼
い
た
も

の
を
食
べ
た
」
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
兵
庫
県
が
か
ま
ぼ

こ
の
発
祥
の
地
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
か
ま
ぼ
こ
」
が

初
め
て
登
場
し
た
文
献
は
平
安
時
代
の
「
類

る
い
じ
ゅ
う
ぞ
う
よ
う
し
ょ
う

聚
雑
要
抄
」

と
い
う
古
文
書
で
、
永
久
３
年
（
１
１
１
５
年
）
に
開
か

れ
た
関
白
右
大
臣
藤
原
忠
実
の
祝
宴
の
献
立
が
載
っ
て
お

り
、
今
の
ち
く
わ
に
似
た
「
蒲
鉾
」
と
名
付
け
ら
れ
た
食

べ
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
か
ま
ぼ
こ
業
界
は
こ
の
年
号
に

ち
な
み
11
月
15
日
を
「
か
ま
ぼ
こ
の
日
」
と
し
て
い
る
。

　

兵
庫
県
蒲
鉾
組
合
連
合
会
は
、
発
祥
の
地
と
さ
れ
る

生
田
神
社
の
「
生
田
の
杜
」
に
記
念
石
碑
を
建
立
し
、

２
０
１
５
年
11
月
15
日
に
か
ま
ぼ
こ
奉
納
を
行
っ
た
後
、

伝
説
に
あ
る
か
ま
ぼ
こ
の
作
り
方
を
再
現
し
た
。

　

ま
た
、
23
年
5
月
31
日
に
大
丸
神
戸
店
で
「
兵
庫
発
祥

☆
か
ま
ぼ
こ
イ
ベ
ン
ト
」
が
始
ま
っ
た
。
同
連
合
会
の
加

盟
企
業
を
中
心
に
取
り
扱
い
業
者
が
１
社
ず
つ
週
替
わ
り

で
出
店
し
て
い
る
（
12
月
末
ま
で
の
予
定
）。

　

な
お
、「
経
済
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
る
と
、
20
年
の
兵
庫

▼
新
た
な
商
品
開
発
お
よ
び
２
０
２
２
年
の
生
産
量

　

２
０
２
３
年
に
、
日
本
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
工
業
組
合

は
「
神
戸
シ
ュ
ー
ズ
プ
レ
ミ
ア
ム
ラ
イ
ン
」
にV

O
L.3

「
神
戸
シ
ュ
ー
ズ
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
し
て
初
の
ス
ニ
ー

カ
ー
２
種
類
を
追
加
し
た
。
一
つ
目
は
「For T

he Blue 
Collection

」
で
「
廃
棄
漁
網
」
を
再
生
し
た
生
地
を
使

用
し
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
で
履
き
や
す
く
ソ
フ
ト
な
仕
上
が
り

と
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、「
土
に
還
る
天
然
素
材

ス
ニ
ー
カ
ー
」
で
、
環
境
に
配
慮
し
土
に
埋
め
れ
ば
分
解

さ
れ
る
生
分
解
性
レ
ザ
ー
の
素
材
を
使
っ
た
シ
ュ
ー
ズ
を

開
発
中
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
組
合
主
催
の
展
示
会
「
日
本
グ
ラ
ン
ド

シ
ュ
ー
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
＆
全
国
サ
ン
ダ
ル
フ
ェ
ア
」
は

去
る
５
月
24
～
25
日
に
開
か
れ
た
。
コ
ロ
ナ
５
類
移
行
後

の
開
催
で
、
出
展
者
52
社
、
協
賛
・
特
別
出
展
１
社
、
来

場
者
１
２
０
０
名
強
と
コ
ロ
ナ
禍
で
の
展
示
会
に
比
べ
増

加
し
、
来
場
者
減
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
。

　

な
お
、
22
年
の
生
産
量
は
、
同
組
合
加
入
企
業
75

社
の
合
計
で
７
０
４
万
足
（
前
年
比
３
・
５
％
増
）
の

▼
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
酒
造
り

　

環
境
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
神
戸
の
酒
造
会

社
を
２
社
紹
介
す
る
。

　

１
社
は
、
醸
造
過
程
で
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
（
CO2
）

を
実
質
ゼ
ロ
に
し
た
日
本
酒
を
発
売
し
た
。
酒
米
の
加
熱

等
に
使
用
す
る
燃
料
に
つ
い
て
、
ガ
ス
使
用
時
の
CO2
排
出

量
を
CO2
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
※
）
で
相
殺
し
実
質
ゼ
ロ
と
み
な

さ
れ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｃ
Ｎ

Ｌ
）
に
切
り
替
え
た
。
あ
わ
せ
て
、
電
力
も
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
気
に
変
更
し
た
。
ま
た
、
精
米
歩
合

の
抑
制
、
醸
造
期
間
の
短
縮
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

も
減
ら
し
た
。
こ
れ
ら
の
脱
炭
素
化
に
伴
う
コ
ス
ト
増
は

価
格
転
嫁
せ
ず
、
生
産
の
効
率
化
で
補
う
。
さ
ら
に
瓶
に

は
ラ
ベ
ル
の
代
り
に
鉛
を
含
ま
な
い
イ
ン
キ
で
直
接
印
刷

し
、
環
境
に
や
さ
し
い
素
材
を
使
用
し
た
。

　

も
う
１
社
は
、
日
本
酒
の
ろ
過
で
使
用
し
た
活
性
炭
を

牛
の
飼
料
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
酒
造
会
社
で
あ
る
。

従
来
、
こ
の
活
性
炭
は
農
産
物
の
肥
料
と
し
て
再
利
用
さ

れ
て
い
た
。
飼
料
会
社
や
畜
産
農
家
と
協
力
し
て
実
証
実

験
や
研
究
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、
こ
の
活
性
炭
は
子
牛
の
健

康
を
阻
害
す
る
下
痢
を
低
減
さ
せ
る
う
え
に
、
牛
糞
の
悪

臭
を
約
９
割
減
ら
せ
る
な
ど
牛
に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。
清
酒
由
来
の
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
を
豊

富
に
含
み
牛
に
有
効
な
栄
養
源
を
備
え
て
お
り
、
今
後
、

さ
ら
な
る
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

（
※
）
植
林
な
ど
に
よ
る
CO2

吸
収
量
を
権
利
化
し
た
も
の

（
上
席
研
究
員　

松
井　

秀
明
）
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１
８
９
億
81
百 

万
円（
同
７
・
０ 

％
増
）
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影

響
が
底
を
打
ち
、

17
年
以
来
５
年

ぶ
り
に
増
加
に

転
じ
た
。

県
の
水
産
練
製

品
の
出
荷
額
は

３
５
８
億
73
百 

万
円
で
あ
り
、

新
潟
県
に
次
い

で
全
国
２
位
と

な
っ
て
い
る
。


